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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板に形成された複数のゲートラインとデータラインとにより定義され、それぞれ
液晶配向方向が略９０°異なる第１領域と第２領域とに区分された画素と、
　各画素に配置された駆動装置と、
　前記第１領域及び第２領域内に実質的に平行に配列され横電界を生成する前記第１と第
２の領域各々内の画素電極と共通電極とからなる一対の電極から構成され、ゲートライン
が延長する方向をＸ方向、データラインが延長する方向をＹ方向としたとき、該Ｘ方向と
Ｙ方向とは直交し、前記第１領域内で該一対の電極はＹ方向を中心に第１の所定の設定角
度で対称に折り曲げられ、前記第２領域内で該一対の電極はＸ方向を中心に第２の所定の
設定角度で対称に折り曲げられ、
　前記第１領域と第２領域内の一対の電極の２つの画素電極は電気的に接続され一体的で
あり、
　そして一方の領域の一対の電極と他方の領域の一対の電極とは配置方向が略９０°異な
って延在しており、前記データラインとゲートラインとが画素内で折り曲げられており、
前記共通電極及び画素電極が前記第１領域ではゲートラインに沿って及び第２領域ではデ
ータラインに沿って折り曲げられ前記画素は４つのドメインからなるマルチドメイン横電
界モード液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１領域において、Ｘ方向に対し前記第１の所定の設定角度で配置されている第１
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と第２のドメインを含む請求項１記載のマルチドメイン横電界モード液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１の所定の設定角度は、５～４５゜であることを特徴とする請求項２記載のマル
チドメイン横電界モード液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第１領域の液晶配向方向は、X方向であることを特徴とする請求項３記載のマルチ
ドメイン横電界モード液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第２領域において、Ｙ方向に対し前記第２の所定の設定角度で配置されている第３
と第４のドメインを含むマルチドメイン横電界モード液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第２の所定の設定角度は、５～４５゜であることを特徴とする請求項５記載のマル
チドメイン横電界モード液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第２領域の配向方向は、Y方向であることを特徴とする請求項６記載のマルチドメ
イン横電界モード液晶表示装置。
【請求項８】
　前記駆動装置は、薄膜トランジスタを含むことを特徴とする請求項１記載のマルチドメ
イン横電界モード液晶表示装置。
【請求項９】
　前記薄膜トランジスタは、
　第１基板上に形成されたゲート電極と、
　前記ゲート電極が形成された第１基板全体にわたって積層されたゲート絶縁層と、
　前記絶縁層上に形成された半導体層と、
　前記半導体層上に形成されたソース電極及びドレイン電極と、
　前記ソース電極及びドレイン電極が形成された第１基板全体にわたって積層された保護
層と、
　からなることを特徴とする請求項８記載のマルチドメイン横電界モード液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記共通電極は第１基板に形成され、前記画素電極はゲート絶縁層に形成されたことを
特徴とする請求項９記載のマルチドメイン横電界モード液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記画素電極は、金属からなることを特徴とする請求項１０記載のマルチドメイン横電
界モード液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記共通電極は、金属からなることを特徴とする請求項１０記載のマルチドメイン横電
界モード液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記共通電極は、透明電極からなることを特徴とする請求項１０記載のマルチドメイン
横電界モード液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記第１基板に形成され共通電極が接続される共通ラインと、
　前記ゲート絶縁層に形成され画素電極が接続される画素電極ラインと、
　をさらに含むことを特徴とする請求項１０記載のマルチドメイン横電界モード液晶表示
装置。
【請求項１５】
　前記共通ラインと画素電極ラインとは、ゲート絶縁層を介してオーバーラップされて蓄
積容量を形成することを特徴とする請求項１４記載のマルチドメイン横電界モード液晶表
示装置。
【請求項１６】
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　前記共通電極は第１基板に形成され、前記画素電極は保護層上に形成されたことを特徴
とする請求項９記載のマルチドメイン横電界モード液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記画素電極は、透明電極からなることを特徴とする請求項１６記載のマルチドメイン
横電界モード液晶表示装置。
【請求項１８】
　前記保護層には第１コンタクトホールが形成されて、画素電極とドレイン電極とが接続
されることを特徴とする請求項１６記載のマルチドメイン横電界モード液晶表示装置。
【請求項１９】
　前記第１基板に形成され共通電極が接続される共通ラインと、
　前記ゲート絶縁層上に形成され、保護層に形成された第２コンタクトホールにより画素
電極と接続され、共通ラインとオーバーラップされて蓄積容量を形成する金属層と、
　をさらに含むことを特徴とする請求項１６記載のマルチドメイン横電界モード液晶表示
装置。
【請求項２０】
　前記共通電極及び画素電極は、保護層上に形成されることを特徴とする請求項９記載の
マルチドメイン横電界モード液晶表示装置。
【請求項２１】
　前記共通電極及び画素電極は、透明電極からなることを特徴とする請求項２０記載の横
マルチドメイン電界モード液晶表示装置。
【請求項２２】
　カラーフィルタが形成された第２基板と、
　前記第１基板及び第２基板間に形成された液晶層と、
　をさらに含むことを特徴とする請求項１記載のマルチドメイン横電界モード液晶表示装
置。
【請求項２３】
　請求項１に記載のマルチドメイン横電界液晶表示装置において、該画素電極と共通電極
は該第１基板上の略同一水平面上に櫛歯状に延在しており、該第１の領域と第２の領域と
では櫛歯状に延在する電極の歯の方向は異なり、該液晶の配向方向は該櫛歯の延在方向に
向いているマルチドメイン横電界モード液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、横電界モード液晶表示装置に関し、詳しくは、画素を三つ以上のマルチドメ
インに分割して視野角を補償することで視野角特性を向上できるマルチドメイン横電界モ
ード液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近来、携帯電話、PDA、ノートブックコンピュータのような各種の携帯用電子機器が発
展するにつれて、これに適用できる軽量小型の平板表示装置に対する要求が次第に増大し
ている。このような平板表示装置としては、液晶表示装置LCD(Liquid Crystal Display D
evice)、プラズマ表示装置PDP(Plasma Display Panel)、電界放出表示装置FED(Field Emi
ssion Display)、真空蛍光表示装置VFD(Vacuum Fluorescent Display)などが活発に研究
されているが、量産化技術、駆動手段の容易性、高画質の実現という理由により、現在は
液晶表示装置(LCD)が脚光を浴びている。
【０００３】
　このような液晶表示装置は、液晶分子の配列によって多様な表示モードが存在するが、
現在は、白黒表示が容易で且つ応答速度が速く駆動電圧が低いという利点により、主にね
じれネマチックモード(Twisted Nematic Mode；TNモード)液晶表示装置が使用されている
。このようなTNモード液晶表示装置においては、基板と水平に配向された液晶分子が電圧
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が印加されることによって基板とほぼ垂直に配向される。この場合、液晶分子の屈折率異
方性により、電圧の印加時に視野角が狭くなるという問題があった。
【０００４】
　このような視野角の問題を解決するために、近来、広視野角特性を有する各種モードの
液晶表示装置が提案されているが、その中でも、横電界モード(In Plane Switching Mode
；IPSモード)液晶表示装置が実際に量産に適用されて生産されている。このような横電界
モード液晶表示装置は、電圧の印加時に平面状の横電界を形成して液晶分子を基板と平行
に配向することで視野角特性を向上させたもので、図６にその基本的な概念を示す。
【０００５】
　図６に示すように、従来の横電界モード液晶表示装置においては、配向方向を基板に形
成されたゲートライン５、７の長手方向に対して所定角度になるようにして、液晶層３０
の液晶分子３２を所定の方向に配向する。従って、電圧が印加されない場合、図６a及び
図６bに示すように、液晶分子３２はラビング方向に沿って配向される。
【０００６】
　しかし、このような従来の横電界モード液晶表示装置においては、視野角方向によって
色相が変化するという問題があった。図６cに示すように、第１基板１０近傍の液晶分子
３２aは、横電界３４によりゲートラインの長手方向と平行に配向され、第２基板２０近
傍の液晶分子３２bは、ゲートラインの長手方向に対して９０゜より大きく１８０゜より
小さい角度で配向されてねじれているので、図６dに示すように、X、Yの視野角方向にお
いてそれぞれ青と黄が視野方向によって色変換が発生して画質が低下する。
【０００７】
　このような問題を解決するために、図７に示す構造の横電界モード液晶表示装置装置が
提案されている(大韓民国特許出願第１９９６-２３１１５号又は米国特許第６，６０８，
６６２号)。図示するように、このような構造の横電界モード液晶表示装置装置は、ゲー
トライン１とデータライン３とにより定義される画素が二つのドメインに分割されている
。即ち、画素の中央には、画素電極７が接続される画素電極ライン８及び共通電極５が接
続される共通ライン６が配置されているが、前記画素電極ライン８及び共通ライン６を基
準に画素が二つのドメインＩ、IIに分割されている。
【０００８】
　前記画素内のゲートライン１とデータライン３が交差する領域には、ゲート電極１６、
半導体層１７、ソース電極１８及びドレイン電極１９からなる薄膜トランジスタ１５が配
置され、外部から入力されるデータ信号を画素電極７に印加し、データ信号が印加される
ことにより液晶層には横電界が生成される。
【０００９】
　このような構造の横電界モード液晶表示装置装置において、ラビング方向はデータライ
ン３に沿って形成され、画素の第１ドメインＩの共通電極５及び画素電極７の延長方向と
、第２ドメインIIの共通電極５及び画素電極７の延長方向とが異なる。特に、共通電極５
及び画素電極７は、ゲートライン１に対して斜めに形成され、第１ドメインＩと第２ドメ
インIIとの共通電極５及び画素電極７は、共通ライン６を中心に対称をなす。従って、前
記第１ドメインＩ及び第２ドメインIIで色変換が互いに補償されて色変換が発生しなくな
る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、このような２-ドメイン横電界モード液晶表示装置は、次のような問題
がある。前述したように、画素を二つのドメインに分けて視野角を補償することによって
視野角特性が向上し色変換を防止することができるが、このような視野角特性の向上には
限界があった。実質的に、前記２-ドメイン横電界モード液晶表示装置をCRTと比較すると
、視野角特性及び色変換に多くの問題があった。
【００１１】
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　本発明は、このような問題を解決するためのもので、画素を複数のドメインから構成し
て視野角を補償することで、視野角特性を向上させ色変換を防止できるマルチドメイン横
電界モード液晶表示装置を提供することを目的とする。 
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　このような目的を達成するため、本発明に係る横電界モード液晶表示装置は、第１基板
に形成された複数のゲートラインとデータラインとにより定義され、第１領域と第２領域
とに区分された画素と、各画素に配置された駆動装置と、前記第１領域及び第２領域内に
実質的に平行に配列され横電界を生成し、第１領域及び第２領域の少なくとも一つの領域
内で対称に折曲された少なくとも一対の電極と、から構成される。
【００１３】
　前記第１領域は、前記電極がX方向に対して設定角度で配置される第１ドメインと、電
極が前記第１ドメインに配置された電極とX方向を中心に対称に配置される第２ドメイン
と、を含み、電極は５～４５゜角度で配列され、配向方向はX方向に決定される。また、
前記第２領域は、前記電極がY方向に対して設定角度で配置される第３ドメインと、電極
が前記第３ドメインに配置された電極とY方向を中心に対称に配置される第４ドメインと
、を含み、電極は５～４５゜角度で配列され、配向方向はY方向に決定される。
【００１４】
　共通電極は、第１基板や保護層に形成することができ、画素電極は、ゲート絶縁層や保
護層に形成することができる。且つ、前記共通電極及び画素電極は、不透明な金属からな
ることもできるが、透明な電極からなることもできる。
【００１５】
　本発明の横電界モード液晶表示装置は、ゲートライン、データライン、画素電極及び該
画素電極に対応して形成された共通電極が形成された第１基板、第２基板、第１と第２基
板との間の液晶部材及び該液晶を配向させる配向膜とからなる、複数の画素を含む横電界
モード液晶表示装置であって、画素各々は、少なくとも第１と第２の領域に区分され、第
１の領域の液晶と第２の領域の液晶の配向方向が異なるような該配向膜特性を有している
。
【００１６】
　そのような液晶表示装置において、画素電極と共通電極は第１基板上の略同一水平面上
に櫛歯状に延在しており、第１の領域と第２の領域とでは櫛歯状に延在する電極の歯の方
向は異なり、該液晶の配向方向は該櫛歯の延在方向に向いている。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明に係る横電界モード液晶表示装置においては、一つの画素を三つ以上のドメイン
に分割して視野角を補償することにより、視野角特性を向上させ色変換を防止できるとい
う効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　本発明においては、画素を三つ以上のドメインに分割して視野角特性を向上させ色変換
を防止する。従来の２-ドメイン横電界モード液晶表示装置に比べて、本発明に係るマル
チドメイン横電界モード液晶表示装置においては、画素を従来よりさらに多くのドメイン
に分割するため、視野角の補償による視野角特性をさらに向上させることができる。特に
、本発明においては、共通電極と画素電極をそれぞれ横方向及び縦方向に折曲げて配置す
ることで三つ以上のドメインを形成する。
【００１９】
　以下、本発明に係る横電界モード液晶表示装置について、図面を参照して詳しく説明す
る。
　図１は、本発明の第１実施例による横電界モード液晶表示装置の構造を示す平面図であ
る。実際に液晶表示装置は複数の画素を含んでいるが、説明の便宜のため図には一つの画
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素のみを示す。
【００２０】
　図示するように、画素は、ゲートライン１０１とデータライン１０３とにより定義され
、その内部には薄膜トランジスタ１１５が形成されている。前記薄膜トランジスタ１１５
は、ゲートライン１０１と接続され走査信号が印加されるゲート電極１１６と、ゲート電
極１１６上に形成され信号の印加により活性化してチャネルを形成する半導体層１１７と
、半導体層１１７上に形成されたソース電極１１８及びドレイン電極１１９と、から構成
される。
【００２１】
　画素内には共通電極１０５と画素電極１０７が実質的に平行に櫛歯状に略同一水平面上
に配置され、基板の表面と実質的に平行な横電界が共通電極と画素電極間に形成される。
共通電極１０５は、画素の中央に配置された共通ライン１０６に接続され、画素電極１０
７は、画素電極ライン１０８に接続されている。このとき、共通ライン１０６と画素電極
ライン１０８は、オーバーラップした部分で蓄積容量を形成している。
【００２２】
　一方、前記画素は、四つの領域に分割されている。共通ライン１０６及び画素電極ライ
ン１０８を中心として、上部領域Aに配置される共通電極１０５a及び画素電極１０７aは
、ゲートライン１０１の延長（長手）方向に沿って配置され、下部領域Bの共通電極１０
５b及び画素電極１０７bは、データライン１０３の延長（長手）方向に沿って配置される
。
【００２３】
　且つ、A領域及びB領域に配置された共通電極１０５a、１０５b及び画素電極１０７a、
１０７bは、所定角度で折曲されている。即ち、第１ドメインＩに配置された共通電極１
０５a及び画素電極１０７aと、第２ドメインIIに配置された共通電極１０５a及び画素電
極１０７aとが所定角度を形成し、第３ドメインIIIに配置された共通電極１０５b及び画
素電極１０７bと、第４ドメインIVに配置された共通電極１０５b及び画素電極１０７bと
が所定角度を形成するようになっている。
【００２４】
　このように、共通電極１０５a、１０５b及び画素電極１０７a、１０７bが所定角度で折
曲されて形成されることにより、画素が四つのドメインＩ、II、III、IVから構成される
。このとき、ゲートライン１０１及びデータライン１０３は、前記共通電極１０５a、１
０５b及び画素電極１０７a、１０７bと同じ角度で折曲げて、X、Y方向に延長して形成す
ることもできる。
【００２５】
　図示するように、A領域に形成された配向膜には、X方向に配向方向が決定され、第１ド
メインＩ及び第２ドメインIIの共通電極１０５a及び画素電極１０７aは、それぞれX方向
を中心に所定角度(約５～４５゜)で対称をなすので、前記画素電極１０７aに電圧が印加
されて横電界が形成される場合、第１ドメインＩの液晶分子と第２ドメインIIの液晶分子
とが反対方向にねじれるため、結局、第１ドメインＩと第２ドメインIIにおける視野角方
向が補償される。
【００２６】
　また、B領域に形成された配向膜には、Y方向に配向方向が決定され、第３ドメインIII
及び第４ドメインIVの共通電極１０５b及び画素電極１０７bは、それぞれY方向を中心に
所定角度(約５～４５゜)で対称をなすので、画素電極１０７bに電圧が印加されて横電界
が形成される場合、第３ドメインIIIの液晶分子と第４ドメインIVの液晶分子とが反対方
向にねじれるため、結局、第３ドメインIIIと第４ドメインIVにおける視野角方向が補償
される。
【００２７】
　このように、本発明においては、画素が四つのドメインＩ、II、III、IVから構成され
、共通電極１０５a、１０５bと画素電極１０７a、１０７bは、A領域及びB領域でそれぞれ
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対称に配列される。且つ、A領域とB領域とは、互いに異なる配向方向、即ち、実質的に垂
直な配向方向を有する。
【００２８】
　このとき、A領域及びB領域の配向方向は、一般に知られているラビングや光配向方法ま
たはイオン配向方法を用いて形成することができる。また、画素のＡ領域とＢ領域に同じ
配向膜を積層し、A領域とB領域とを別々に配向処理することでA領域及びB領域に互いに垂
直な配向方向を形成することができる。又、A領域とB領域とに互いに異なる配向物質、即
ち、同一の配向処理により互いに垂直な配向方向が形成される配向物質(配向処理方向と
水平な配向方向が決定される配向物質と、配向処理方向と垂直な配向方向が決定される配
向物質)を積層した後、１回の配向処理により配向方向を形成することもできる。１つの
画素内に異なる方向の配向を形成する手法の具体的な一例では、第１の配向方向に関し、
形成した配向膜（層）の第２の領域に絶縁層を付着して第２の領域をブロックし、第２の
領域がブロックされている配向層をラビングにより第１の方向に配向処理する。このラビ
ング処理で一画素内の第１の領域についてのみ第１の方向に配向がなされる。それから第
２の領域の絶縁層を除去した後、絶縁層を配向膜の第１の領域に付着させ、第１の領域を
ブロックした状態で、形成されている配向膜を第２の方向にラビング処理し、第２の領域
のみ第２の方向の配向をなさしめる。最後に絶縁層を全て除去することで、一画素内の第
１と第２の領域で異なる方向の配向特性の配向膜１１３、１２３（図２、図３ａ－図３ｃ
）が実現される。
【００２９】
　以下、このように構成された横電界モード液晶表示装置装置について、図２を参照して
より詳しく説明する。図２に示すように、ガラスのような透明な物質からなる第１基板１
３０上には、薄膜トランジスタ１１５のゲート電極１１６及び共通電極１０５が形成され
、第１基板１３０全体にわたってゲート絶縁層１３２が積層されている。また、前記ゲー
ト絶縁層１３２上には半導体層１１７が形成され、その上にソース電極１１８及びドレイ
ン電極１１９が形成されている。且つ、ゲート絶縁層１３２上には、前記共通電極１０５
と実質的に平行に配置された画素電極１０７が形成されている。
【００３０】
　共通電極１０５及び薄膜トランジスタ１１５のゲート電極１１６は、Cu、Mo、Ta、Cr、
Ti、AlまたはAl合金のような金属をスパッタリングや蒸着方法により積層しエッチングす
ることで形成された単一層または複数の層で、画素電極１０７、ソース電極１１８及びド
レイン電極１１９は、Cr、Mo、Ta、Cu、Ti、AlまたはAl合金のような金属をスパッタリン
グや蒸着方法により積層しエッチングすることで形成された単一層または複数の層である
。
【００３１】
　一方、第１基板１３０と対向する第２基板１４０には、画素と画素間または薄膜トラン
ジスタ領域から光が漏洩することを防止するためのブラックマトリックス１４２、及び実
際にカラーを実現するためのカラーフィルタ層１４４が形成され、第１基板１３０と第２
基板１４０間に液晶が注入されて液晶層１５０が形成される。
【００３２】
　前記第１基板１３０及び第２基板１４０には、液晶を配向するための配向膜１１３、１
２３が積層され、カラーフィルタ層１４４上には、カラーフィルタ層１４４を保護し第２
基板１４０の平坦性を向上させるためのオーバーコート層が形成されることもできる。
【００３３】
　図２においては、共通電極１０５及び画素電極１０７が不透明な金属からなりそれぞれ
第１基板１３０及びゲート絶縁層１３２に形成されているが、本発明はこのような構造か
らなるものに限定されることなく、多様な構造からなることができる。図３a～図３cは、
本発明の第１実施例による横電界モード液晶表示装置の他の例を示すものである。ここで
、共通電極１０５及び画素電極１０７の平面配置は、図１に示す構造からなる。
【００３４】
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　図３aに示す横電界モード液晶表示装置においては、共通電極１０５は、第１基板１３
０上にCu、Mo、Ta、Cr、Ti、AlまたはAl合金のような不透明な金属からなり、画素電極１
０７は、保護層１３４上にITO(Indium Tin Oxide)やIZO(Indium Zinc Oxide)のような透
明電極からなる。このような構造では、薄膜トランジスタ１１５のドレイン電極１１９と
画素電極１０７とを接続させるために、保護層１３４にコンタクトホールを形成すべきで
ある。且つ、画素電極ライン１０８も透明電極からなり、保護層１３４上に配置される。
従って、図示していないが、このような構造では、ゲート絶縁層１３２上に、保護層１３
４のコンタクトホールにより画素電極１０７と接続される蓄積容量用金属層を共通ライン
１０６とオーバーラップするように形成することで、所望の蓄積容量を形成すべきである
。
【００３５】
　図３bに示す構造では、共通電極１０５をITOやIZOから形成して第１基板１３０上に配
置し、図３cに示す構造では、共通電極１０５及び画素電極１０７共にITOやIZOから形成
して保護層１３４上に配置した。前述したように、共通電極１０５及び/または画素電極
１０７を透明電極から形成することによって、横電界モード液晶表示装置の開口率が向上
し輝度が高くなる。図３ａ－図３ｃにおいて、配向膜１１３、１２３が形成されている。
【００３６】
　前述したように、第１実施例の横電界モード液晶表示装置においては、画素が四つのド
メインに分割され、各ドメインの視野角が隣接するドメインの視野角により補償されるの
で、視野角特性を大幅に向上させるだけでなく、色変換を效果的に防止することができる
。
【００３７】
　図４は、本発明の第２実施例による横電界モード液晶表示装置の構造を示す図である。
第２実施例の横電界モード液晶表示装置の構造は、第１実施例の液晶表示装置の構造と類
似するので、同一構成については説明を省略し異なる構成についてのみ説明する。
【００３８】
　図４に示すように、第２実施例の横電界モード液晶表示装置は、画素が三つのドメイン
から構成されている。即ち、共通ライン２０６及び画素電極ライン２０８を中心に区分さ
れたA領域には、ゲートライン２０１に沿って共通電極２０５a及び画素電極２０７aが所
定角度で折曲されて配置され、B領域には、データライン２０３に沿って共通電極２０５b
及び画素電極２０７bが配置されている。このとき、A領域の第１ドメインＩ及び第２ドメ
インIIに配置される共通電極２０５a及び画素電極２０７aは対称に形成され、X方向に対
して約５～４５゜の角度で延長される。また、B領域の共通電極２０５b及び画素電極２０
７bは、データライン２０３と並行にY方向に沿って配置される。
【００３９】
　A領域の配向方向はX方向に沿って形成されるので、画素電極２０７aに電圧が印加され
る場合、第１ドメインＩと第２ドメインIIとの液晶分子は互いに反対方向にねじれる。ま
た、B領域の配向方向は、Y方向に対して所定角度(約５～４５゜)で形成される。
【００４０】
　第２実施例の横電界モード液晶表示装置においては、画素が三つのマルチドメインに分
割されるため、視野角補償効果が従来の２-ドメイン横電界モード液晶表示装置に比べて
大きくなり、その結果、視野角特性が大幅に向上し色が変化することを效果的に防止する
ことができる。一方、第２実施例の構造は、図２及び図３a～図３cに示す構造を全て含む
。即ち、共通電極及び画素電極は、不透明な金属または透明な電極から形成することがで
き、その位置も第１基板、ゲート絶縁層または保護層上に形成することができる。
【００４１】
　図５は、本発明の第３実施例による横電界モード液晶表示装置の構造を示す図である。
説明の便宜のため、従来と異なる構成についてのみ説明する。
　図５に示すように、第３実施例の横電界モード液晶表示装置は、第２実施例の横電界モ
ード液晶表示装置と殆ど類似した構造からなっている。即ち、画素が三つのドメインから
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なり、A領域には、X方向に対して互いに対称(約５～４５゜の角度で)に共通電極３０５a
及び画素電極３０７aが形成され、配向方向はX方向である。第３実施例と第２実施例とは
、第３ドメインIII、即ち、B領域の共通電極３０５b及び画素電極３０７bの延長方向及び
配向方向にその差がある。図示するように、第３実施例においては、B領域の共通電極３
０５b及び画素電極３０７bは、Y方向に対して５～４５゜の角度で配置され、配向方向はY
方向である。
【００４２】
　このように、第３実施例の横電界モード液晶表示装置においては、一つの画素を三つの
ドメインから構成することによって視野角が補償され、その結果、視野角特性が向上し色
変換を防止することができる。
　前述したように、本発明においては、一つの画素を複数のドメイン、特に、三つ以上の
ドメインから構成する。前述した実施例は、本発明を説明するために例示されたもので、
本発明の権利範囲を限定するものではない。図示していないが、本発明は多様な構造のマ
ルチドメインを含む。
【００４３】
　例えば、図１に示すA領域の共通電極及び画素電極をB領域に配置(即ち、B領域の共通電
極及び画素電極をゲートラインに沿って配置)し、B領域の共通電極及び画素電極をA領域
に配置(即ち、A領域の共通電極及び画素電極をデータラインに沿って配置)することがで
きる。且つ、図４及び図５に示す実施例においては、A領域とB領域の共通電極及び画素電
極を取り替えて配置することもできる。
　従って、本発明の権利範囲は前述した詳細な説明により決定されるのでなく、添付の特
許請求の範囲により決定されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の第１実施例による横電界モード液晶表示装置の構造を示す平面図である
。
【図２】図１のI-I'線断面図である。
【図３ａ】本発明に係る横電界モード液晶表示装置の他の構造を示す図である。
【図３ｂ】本発明に係る横電界モード液晶表示装置のさらに他の構造を示す図である。
【図３ｃ】本発明に係る横電界モード液晶表示装置のさらに他の構造を示す図である。
【図４】本発明の第２実施例による横電界モード液晶表示装置の構造を示す平面図である
。
【図５】本発明の第３実施例による横電界モード液晶表示装置の構造を示す平面図である
。
【図６ａ】従来の横電界モード液晶表示装置の基本的な駆動方法を示す図である。
【図６ｂ】従来の横電界モード液晶表示装置の基本的な駆動方法を示す図である。
【図６ｃ】従来の横電界モード液晶表示装置の基本的な駆動方法を示す図である。
【図６ｄ】従来の横電界モード液晶表示装置の基本的な駆動方法を示す図である。
【図７】従来の２-ドメイン横電界モード液晶表示装置の構造を示す平面図である。
【符号の説明】
【００４５】
　１０１　ゲートライン
　１０３　データライン
　１０５　共通電極
　１０６　共通ライン
　１０７　画素電極
　１０８　画素電極ライン
　１１５　薄膜トランジスタ
　１１６　ゲート電極
　１１７　半導体層
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　１１８　ソース電極
　１１９　ドレイン電極
　１３０、１４０　基板
　１３２　ゲート絶縁層
　１３４　保護層
　１４４　カラーフィルタ層
　１５０　液晶層

【図１】 【図２】

【図３ａ】

【図３ｂ】
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【図３ｃ】 【図４】

【図５】 【図６ａ】
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【図６ｂ】 【図６ｃ】

【図６ｄ】 【図７】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种多域横向电场模式液晶显示器，其可以通过组
合多个域的像素来补偿视角，从而改善视角特性并防止颜色转换的发
生。解决方案：多域水平电场模式液晶显示器由限定多个像素的多条栅
极线和数据线，设置在像素中的驱动器件和至少一对电极组成。在像素
中几乎平行地设置，并形成横向电场。像素由至少三个区域组成，其中
形成方向彼此不同的横向电场。 Ž
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